
中学高校生協働の建築学科学生の卒業設計

「三陽高校前」バス停がリニューアル完成

九州産業大学中期事業計画「競争的外部資金獲得による高大連携共同研究活動・共同教育実

践」の１つとして、本学工学部（住居・インテリア設計学科／建築学科兼担諫見研究室）の学

生と、中村学園三陽中学校・高等学校（福岡市西区今宿青木）の生徒が共同で設計と施工に取

り組んだ、西鉄バス「三陽高校前バス停」のリニューアルが３月２９日（木）に完成しました。

このバス停は、今春本学工学部建築学科を卒業した松尾 恒さん（長崎・島原工業高校出身、

現：株式会社ヒラカワ社員）の卒業設計作品です。教職課程も履修していた松尾さん（卒業と

同時に教員免許を取得）は、卒業設計でも生徒への教育実践としての設計と施工を行うことを

決意。昨年４月から１年間、バス停のみならず取り組みに参加した生徒とも向き合いました。

壁やベンチは汚損、床や柱は傾き、雨の日は水びたし、吹きつける風や日差しも厳しいと

いう、生徒とともに発見した問題点。その解決策に加え、体格差がある中学生と高校生でベン

チの高さを変える工夫や、隣接する福祉施設

を利用するお年寄りへの配慮を盛り込んだ基

本設計を昨年６月までに終え、７月からはこ

れに基づいた施工作業を開始しました。

昨年１２月、バス停として使用可能な仮完

成の状態になり教育実践は終了。卒業設計も

無事提出しましたが、作品の完成度や安全性

の向上にこだわる松尾さんは、建築学科や住

居・インテリア設計学科の後輩とともに施工

作業を継続。卒業後１０日目のこの日、よう

やく満足のいく完成に至ったものです。「大学

生活でやり残したことは全て終了しました。」

と今年４月から社会人となった松尾さん。

この作品を施工するための工具と材料は、

国立青少年教育振興機構（１２月の仮完成ま

で）、松尾さん自身がオーディションを受けた

エフコープ環境助成事業（仮完成以降）など

の競争的外部資金を得て購入。松尾さんはこ

の作品で、建設コンサルタンツ協会優秀賞（同

協会九州支部主催、第９回まちづくりに関す

る提案）を受賞し、本学工学部建築学科卒業

研究（設計部門）佳作にも入選しました。

写真上：リニューアル前のバス停

写真中：リニューアル後のバス停

写真下：施工する大学生・高校生・中学生

（中央の作業着座り姿が松尾さん）


